
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

菊川中学校区家庭教育支援チーム 

 （呼称：きくスマ） 

◆URL：周南市教育委員会生涯学習課 HP 内 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/58414.html 

 

②活動拠点 周南市菊川市民センター、周南市立菊川小学校 

③活動範囲 周南市立菊川中学校区 

④組織体制 

 

  １８ 人 

地域学校協働活動推進員１人、教員 1 人、主任児童委員２人、民生児童

委員３人、菊川小学校運営協議会委員１人、菊川小PTA役員４人、子育て

サポーター２人 

中学校長、小学校長、菊川幼稚園長、菊川保育園長 

 

⑤活動開始年度 令和２年度（２０２０年度） 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

山口県周南市教育委員会生涯学習課 

（TEL）0834-22-8621   （E-mail）ed-shogai@city.shunan.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/58414.html


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

地域学校協働活動推進員を中心として、令和２年度にチームとして発足。

発足と新型コロナウイルス感染症の流行が重なったが、「今できることを！」

という思いから、地域内の全家庭にチーム紹介のチラシを配付するなど、で

きることから一歩一歩活動に取り 

組んでいる。 

 

 

 

 

 

① 就学時健康診断の空き時間を活用した座談会（年１回） 

 菊川小学校で開催された就学時健康診断にチームが参加。入学式を目

前に控え、不安な気持ちを抱える保護者に寄り添い、座談会を企画した。直

前のアイスブレイクや班分けのアイディアもチームで考え、学校と連携しな

がら開催することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームのロゴマーク 

「きくがわスマイル」 

チームと PTA 役員を紹介！ 保護者の不安を一つ一つ解消！ 

チーム手作りの周知チラシとアンケート 

 
満足度 

９３％！ 



② 入学前に友達をつくろう！IN 菊川市民センター（Ｒ５年度：１回） 

 入学前に友達をつくることや、保護者同

士の繋がりづくりを目的として、親子参加

型の企画を開催。 

 保護者同士の交流時には、保護者の緊

張をほぐすため、支援チーム員が輪に参

加して、クイズの出題など企画を用意。 

 子どもたちは、地区の子供会が企画した

レクリエーションを通して、楽しく過ごした。 

 また開催に向けて、小学校の協力が得ら

れ、一日入学の案内と一緒にチラシを同封

することができた。 

 当日はチームや身近な地域に暮らす地域住民の紹介をすることができ、

横の繋がり顔見知りを作ることもできた。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・ チーム員を含めた多世代交流の場を作ることができた。 

・ 次年度以降も活動を継続して実施したい。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 




